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「アカデミック・リンク」とは 

• 千葉大学が実践している図書館機能をベー
スにした新しい学習環境のコンセプト 

• 研究開発機能を担う「アカデミック・リンク・セ
ンター」（附属図書館，総合メディア基盤センター，普遍教育センター

が協力して設置）と実際にサービスを提供する「附
属図書館」が中核となって推進 
– 2011年4月1日 センター設置 
– 2012年3月16日 図書館リニューアルオープン 



アカデミック・リンクによる千葉大学の教育改革 
目的：「考える学生の創造」 

「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ学生の育成 

アカデミック・リンク 
「学習とコンテンツの近接」による能動的学習の実現 

コンテンツ構築・提供、情報基盤、人的支援、学生のニーズに
適した学習空間の統合・連携による学習・教育の革新 

 
 
 
 
 
 
 

コンテンツ・ラボ ティーチング・ハ
ブ 

アクティブ・ラーニン
グ・スペース 

大学に対する社会的要請 学生のニーズ 

○知識基盤社会、学習社会における市民の育成 
○高等教育のグローバル化の中での質の維持・向上 
○職業人としての基礎能力、創造的人材の育成 

○自由に使える学習スペース 
○文章作成力、ディスカッション能力、問題解決能力 
○英語によるコミュニケーション能力 

「千葉大学の教育･研究に対する意識･満足度調査報告書」（平成21年度） 「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年12月24日、中教審答申） 

千葉大学中期目標・計画＜教育方法改善への取組、アクティブ・ラーニングの重視＞ 
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「授業資料ナビ」 

学生から見たアカデミック・リンク 
「学び」に導く刺激にあふれた場所，学びの基盤としてのコンテンツ，人的サポート 



研究開発部門 アクティブラーニング推進部門 
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アカデミック・リンク機能実現のためのプロジェクト構築と組織 



各プロジェクトの概要 

プロジェクト名 概要 

「レガシーコンテンツ
再生」プロジェクト 

すでに刊行されているパッケージ型メディア（図書、ヴィデオなど）の電子的
再生と学習における利活用のための提供環境を整備する。 

「デジタルコースパッ
ク」プロジェクト 

自作教材、著作物の一部など、これまで教室での配布にとどまっていた授業
資料の電子的パッケージ化を実現し、提供環境を整備する。 

「オンラインクラス
ルーム」プロジェクト 

授業の動画配信を中心とするe-learning環境を整備し、実施する。 

「情報利用行動定点
観測」プロジェクト 

学生の学習行動と学習成果の関連を、情報利用行動と学習／生活空間の
利用状況から継続的、横断的に検証する（調査の実施、分析）。 

「参加する学習」プロ
ジェクト 

アクティブ・ラーニング・スペースでのコンテンツを利用した「学生による学生
のための学習相談」を実現し、そのためのアカデミック・リンクによる体系的
SA研修を構築する。 

「教育力」・「学習力」
向上プロジェクト 

学生、教職員によるアカデミック・リンク機能についての理解と活用を促し、
学習、教育にかかるスキルの向上を実現する（セミナー、シンポジウム、FD
の実施）。 

「新しい図書館員」プ
ロジェクト 

学習に関与する新しい図書館員概念を確立するとともに、彼らを中心に、教
員、図書館員、学生の協働を基礎とする個別的学習支援モデルを構築し、
実施、評価する。 
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千葉大学附属図書館，アカデミック・リンク・センターの建物構成 

書庫・静寂な閲
覧席 書庫的空間 

研究開発，コン
テンツ・ラボ，
ティーチング・

ハブ 

アクティブ・ラーニ
ング・スペース 

書店 
2014年10月 
オープン 

 



空間の基本的考え方 

• 開放性，透明性の高い空間（「見る」，「見ら

れる」環境） 
• 機能分化（静寂空間／討議空間） 
• 利用における自由度が高い（N棟：机，椅子，ホ

ワイトボードを自由に動かしてよい） 
• 多様性の確保 

– PC席も1人使用のみを想定しない 



コンテンツの提供の基本的考え方 
• 学生が利用したいときに，電子媒体でも印刷媒体で
も迅速に入手できるようにする。図書館蔵書にこだ
わらず，購入も一つの選択肢として考える。教材の
作成支援も視野に入れる。 

• コンテンツとして以下のようなものを想定 
１） 公刊された出版物に代表される著作物 
２） 著作物の一部（あるいは全部）を再パッケージ化した教
材（コースパック） 
３） 授業録画（授業中に提示される著作物がその中に含ま
れる） 
４） 著作物の一部を利用して，教員が独自に作成した教材 
５） 完全にオリジナル作成された教材 

 

 



人的サポートの基本的考え方 

• 学生，図書館員，教員によるハイブリッドな人
的サポートをスタート。 
– 学生，図書館員，教員がどのような役割を担うべ
きか，試行錯誤的に追求 
• 「学習支援デスク」(ALSA-LS) 
• 「レファレンス・デスク」 
• 「オフィスアワー＠アカデミック・リンク」 
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